
様式―13　技術提案書 （特定テーマ①：「4つの機能と複合施設の特長の活かし方についての提案」について）

ᴱȷのൡᑤをʨʍʁʯɬʍʡᴞ 
റȁな活動をʦ˂ʊレスにȷなȣ

Ǵሳ間ഫ਽の஁ᦉ

子Ζからȝࢳ寄り、ࢍ෢から観光客ɑȺ、ࢥ広いஓȁの交
ํがႆɑれる、း͍のȈޙびとᪿいの広場ȉとするȦとȺ、
௿なるɑちの୫ԇと交ํの活性ԇにᎢȥȹɑいりɑすǿ

´ ȷɁൡᑤȟʁʔʂ˂ӛ౓ɥᄉ૴ȪǾ๊ӦȻ交流ɥఊ۾᪅ȾऀȠҋȬȈޙɆȻᪿȗɁکࢿȉɥцȾȷȢɝɑȬ
நから中津߂ࡺɂ̷と物が行き交い、中山道にภっȹґኮされᢃをᣵɀ
るᔪ屋やࣆף、இዞ、Ȱしȹ道ብのᎅ側や̢ੑብなȼஓࢠの᭛௑にȝい
ȹ、റȁなষڨと୫ԇが交わり、۹ሗ۹റな交ํが行われȹきɑしȲǿ

・学び/市民交流/観光/子育て支援の利
用者同士のボーダレスな活動が可能と
なり、新たな出会いや交流が誘発され、
創造的な発展が期待できる融合的な空
間構成とします。

・賑わいから静けさ、開放感から集中空
間まで、それぞれの「アクティビティ」
に相応しい居場所を整えることで、多
様な利用者が刺激し合う関係の中で、
新しい発見が生まれる場とします。

ɬɹʐɭʝʐɭȾɛɞሳᩖɁѓഫ਽

َ 2­2  4 ȷのൡ能にɛるʨʍʁʯアʍプイメージَ

᪅ްҟႊȺなȢʴʚ˂ʁʠʵにᴞ
ધፖȬɞᛓնのᄾ̋ӛ౓をఊ۾ԇ

Ǵ機能配置の஁ᦉ

・互いに関連・補完し合う4つの機能
を混合配置した市民交流プラザは、
部門を超えた連携を可能とします。

・利用者の新たな発見やマルチな創造
のきっかけを生むとともに、管理者
が協力しやすい環境を整えます。

・場の使われ方や機能を限定せず、異
なる部門間で両使いができる備えと
することで、限られた空間を最大活
用できる仕掛けとします。

റȁȽ෥ȸȠȟႆɑɟɞሳᩖഫ਽

َ 2­³  リバーʁʠʵな利用イメージَ
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୿ዢʨʨのȲɔの
෢ផ࣋やりɑすࢍ

ᄾᝬに来ȲȷいȺに
ፎటをᝣɦȺいȦう

րȲち来ఌのф୯ࢍȺ
路˨ライʠやらないᴼ
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֪ᕔ子ଡ଼޷のɽラʦ͙画
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ᒲႏなҟႊȻʅɷʯʴテɭを両቏

Ǵ動፷計画の஁ᦉ

・1、2階の風除室にBDS（ﾌﾞｯｸﾃﾞｨﾃｸｼ
ｮﾝｼｽﾃﾑ）を配置し、施設内は人と本の
自由な移動を可能とします。

・施設内は、機能による限定的な境界の
無い回遊動線でつなぐことで、思いも
かけぬ発見と出会いを呼び込みます。

・開館時間と利用時間の違いに対応した
セキュリティ区画や、フロア中央に配
置したカウンターにより、明確なエリ
ア運営を可能とします。

ɲʴɬȺከျȬɞ቏ͶᄑȽوᤅӦ፷

َ 2­4  ᒲႏなሉ動と管理の両立イメージَ
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َ 2­µ  ̷とɑちをȷなȣᩒかれȲ配置計画イメージ

َ 2­¶  敷地高低差を利用しȲバリアフリーなアプローʋ計画 َ 面計画イメージࢲ෢交ํプラʀࢍ  ·­2

Ǵ配置計画の஁ᦉ

・建物ɂ中山道に面し୥ढȺzﾝ�ﾟxﾄな配置とし、駐車場ɂ南
ూのｽﾍﾟｰｽに計画しɑすǿ中山道に面しȲஃᜫпͶから᠃わ
いがにȫɒ出し、活෥がɑちへͤわるɛうな配置としɑすǿ

・֚ ٍの低࠙のɑち˶ɒに配慮し、߂場႔Ⱥȕる中津ࡺらし
い、௑観にᝩ֪しȲ低࠙᪡の建物としɑすǿ
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フロアの中॑にࢍ෢ｻｰﾋﾞｽ・ޙび
ൡ能と፱նಘюのൡ能をᪿጙ

�ｯ|m�kp��
пȹの᪡をɓすび、4ȷのൡ能を
ȷなȣ᛻通しのᓦい֌抜空間
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ᴥ᩻ᬩ޷ᴦ

子ᑎてୈ૵
駐車場からｱx~ｽしやすく、ஓ
छりのᓦいၥہに配置

ᩐౝం࣌
ஒిސ部ґをᤧけȲ
位置に配置
ِްంౝとሉ動ంౝ
のᤛҒ配置
уᩒَంにもߦख़可

qｸ�h�ﾞt�q
活動᛼ൌにնわȮȲフレɷʁ
ʠʵな利用が可能

з቟ంౝ
子ᑎȹୈ૵に᪬接し、
ᤆ用面Ⱥのᣵଆをൌጪ

̬ํ}��p}
びൡ能のｲﾍﾞﾝﾄもޙ
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᫽߄t�q qｸ�h�ﾞt�q
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中津ࡺ୫ԇᄉαの
ಎとなるᓻᚓzｰ�ｰ

ÁÖ៾୳Ⱥɂ
�ﾞ|ﾞ��ｱｰvｲﾌﾞ᛾ᐱ

ం࣌
̜ө޷とᣵ続しȹ
広ɔのం࣌をᆬί

ᒲ動ᣌԵ��}ﾄ
ஃᜫюに入らȭ、外部から
直接利用Ⱥきる24時間ߦ
ख़のᣌԵ�゚ ｽﾄ

ɒȮ��}
vﾌj・観光ಘюと᪬接しȹఊ୿の
中津ࡺষڨをीられる̢ੑብ空間

������{ﾞ
ஓࢠɂ͡ਘやwﾞl��ｰとしȹ利用
ф୯ࢍなȼのｲﾍﾞﾝﾄȺɂ出ࣆｽﾍﾟｰｽに利用

ˢᓐᩒౝ
ంౝ�ｲｱsﾄにᒲႏ࣊のȕる୥ढな空間
ሻ᪨にɂറȁなᩣᜄｽﾍﾟｰｽを配置

「学び」と「観光」と「市民交流」をマッシュアップ

ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵ﾋﾞ|ﾞ�ｽୈ૵
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�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ�ﾌg�ﾝｽ

1Æ 「学び」と「子育て支援」をマッシュアップ2Æ 「学び」と「市民交流」をマッシュアップ³Æ

学び機能
ȌѾ΍ȍ

ᑎて機能ފ
෢交流機能ࢍ
ᜊб機能

N

ɑȴの̷のํɟを֣Ɇᣅɓൡᑤ配Ꮪɑȴの̷のํɟを֣Ɇᣅɓൡᑤ配Ꮪ

Ɇޙ
୫ԇ ɵʟɱ

ᜊб ۹ ۹

観光

子育て
支援

市民
交流

Ɇȟյൡᑤのȷなȡमޙ

᛾線の̬᧷Ȼൡᑤをȷなȣ֌੺け

റȁなҟႊ஽ᩖにߦख़ȬɞከျԖ画

ᝤȺもᜪɟɗȬい計画

学び機能が各機能の交流をつなぎ、
効率的な機能の融合を目指します。

中山道に沿って各機能を配置し、
様々な賑わいを創出します。

共用部に管理区画を設定し、使いや
すい施設をつくります。

各機能を集約したカウンタなど誰もが
わかりやすく利用しやすい計画とします。

異なる活動が垣間見え、利用者の交流
を促す賑わいのある施設となります。

中山道

Ɇޙ

゙|�Ɇz�|jޙ m

子ᑎて

ᜊб

цႊ᥂

ከျԖ画 ෢ࢍ

෢ࢍ

2F  ENT
恵那山口

1F  ENT
中山道口

1F  ENT
ｲﾍ゙ ﾝﾄ時

中山道全面に向けて活気を

住宅前に
建物を
建てない

レジストロ通りからの
車両動線も検証

1F  ENT
配送車
・職員

中山道

計画建物

来客用駐車場
（22台）

（2台）
身障者駐車場 屋根付バリアフリースロープ

中津っ子テラス

緑の小径

（4台）
管理用駐車場

N

凡例
歩行者
車　両

1階　中山道口
中央に正面玄関を配置
行き交う観光客が立ち
寄りやすい位置

中山道側のｾｯﾄﾊﾞｯｸ
建物を壁面後退し歩道
空間を計画し、ｱﾌﾟﾛｰﾁ
を演出

2階　恵那山口
敷地高低差を活かし、
南駐車場側からの利用
者に配慮
1階　配送車・職員入口
管理部門に直接面し使い
やすいｻｰﾋﾞｽ入口を計画

緑の小径
ふるさとにぎわ
い広場から続く
屋外通路

中津っ子テラス
遊び場スペースから出ら
れる南向きの広く明るい
テラス
2方向からの車両動線
メインアクセスとなる中
山道側とともに、レジス
トロ通り側への通り抜け
動線の可能性も検証

Ǫ࿑ްʐ˂ʨḧȈ´ ȷɁൡᑤȻᛓնஃᜫɁ࿑ᩋɁ๊ȞȪ஁ȾȷȗてɁ૬ಘȉ

َ 2­1  活動と交ํをఊ۾᪅にऀき出すȈޙびとᪿいの広場ȉのイメージ

َ びൡ能のю観イメージޙ  ¸­2



様式―13　技術提案書 （特定テーマḨ：「˹แࢍࡺのᰀӌᄉαについての提案」ᴬ特定テーマḩ：「ڋ設ిの఍ӛ活ႊにտȤȲ技術ᄑ提案」について）

َ ³­·　ஒᜫిの࿑性をᐎ慮しȲࣂᔸ᥾ᜫްʬʑʵ
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ḧධխፕ੪と٥ႇ٥๡のʧɮンʒ

・Յ子̝階、うȳつ、ᆀႲやগᤲ᧥ᆀ、ూ༟൱なȼ中แࡺを͍
᚜するढৰや٥場ႇయをፕ੪活用することはӻᝲ、௑観៾ໃ
のগᤲࠞやᔄజڌをఖむテラスを設け、Ɉるさとのエʍセン
スを૗りоれることで市民にᜆしまれる施設とします。

ȬɌȹɁ஁Ⱦঢ়ȨɟፖȤǾ٥Ы˹แࡺȟ৞ȫɜɟɞஃᜫ

ḫᜊб利用のʧɮンʒ

・観光޵対応の࿲቏した管理・運営区画を可能とすることで、時
間のҤጙなȢいつでも観光޵をՙけоれられる運営を可能に
し、中แࡺのプラʍʒフɳーʪとなるȝもてなし空間とします。

・観光޵とともにつȢる観光マʍプኄ、中แࡺの観光のᰀ力
を利用者自ᡵが発αするষڨなȼચཟとすることで、市民
と観光޵がともに中แࡺのᰀ力をѓ発見し、ࢠに新ᰚなষ
。が௿新・ц఍されていȢ場としますڨ

ɶɮʓʠʍɹȾᢐɞǾᜊб޵Ɂʡʳʍʒʟɳ˂ʪஃᜫ۹˰͍ȟˢஓ˹ໞ٣ȺȠǾޙɆɁ৙ඕȾख़țɞஃᜫ
Ḫࢍ෢利用のʧɮンʒ

・自ུとц生してきたまȴのධխ的࿑ौと最新の࣮ኳや環境੫ᚓを融
合し、֚ᣃ環境とˢͶとなった、中แࡺの自ུとともにȕるધፖॴ
のᯚい、٥္環境配ਁټのɴンリーʹンのエɽ施設とします。

・市民交流や観光機能を中ࠞᤍภいに配置し、活動の様子がまȴ
ɋにȫみ出し、࣮࿎内の活෥がまȴにͤわる᜛画とします。

˹แ߂ࡺɁ࿑ौɥ஭Ȭຣ୒ᅺ୿ɁȈɴʽʴ˂ʹʽஃᜫȉ
ḩ施設ȸくりのʧɮンʒ

・市ڒの人・୫ԇ・ႇഈ・環境の様ȁなষڨをʗʍʒʹーク
でፀび、新しい市民ɿービスをマʍʁュアʍプするચཟと
して市民交流プラザをͱ置ȸけます。

・中แࡺの市民交流の創出とまȴ˶ፕ੪のᴯつをᢉに、中ࠞ
ᤍのධխ的まȴ˶みの連ፖॴとレʂスʒロᣮりや中॑市ᚔ
٥の回遊ॴをつȢり、施設による人ȁの交流と流動ԇをَ
り、௑観と॑のまȴȸȢりの「ፀኮཟ」をつȢります。

֚ᣃၥہȾوᤅॴɥႆɒǾɑȴɥȷȽȥɞચཟஃᜫ
Ḩまȴȸくりのʧɮンʒ

Ǫ࿑ްʐ˂ʨḨȈ˹แࡺ市ɁᰀӌᄉαȾȷȗてɁ૬ಘȉ

ȦȦȾ఼ɟɃ˹แࡺɁȈ̷ˁষڨˁ๊ӦȉɁпてȟȕɞȈЫ෥ɁໃȉȻȽɞکɥȷȢɝɑȬ

ᆀႲșȳȷ

Ǵஒిސ活用の஁ᦉ Ǵౝഫ計画の஁ᦉ

ஒᜫిɁॴᑤɥ±°°ᴢ๊かȬఊᤛȽᔸ᥾᜛႕
・࣮࿎пͶのࣂᔸ᥾配置をᝩ整し、ᔸ᥾២ᔸをஒ設ిのᐔ力͏˩
にੱえます。ஒ設ిにਖ਼をӏえず、その࿑ॴを活かした˨で、
。しిが॒ᛵないጽຑ的で無ᮞのない構造設᜛をᚐいますۄ

・छқ࣮࿎ԧϫに配置されたஒސの᥾ᔸ᥾エリアをᐎਁした
˨で、新設ిエリアをֆɔたኰٍに機ಽ室やᔸ᥾の᥾いエ
リアを集ጙ配置します。

・छқ設᜛の֌੺け空間やࣂۄによるᔸ᥾២આۄに対して
は、̜ө室やࣗ˩なȼળ動ਰॡのないエリアはᢌᦀԇを
َった合成ʑʍキࣂを૗用し、ɽスʒも同時にҭນします。

・Ͳ࠙階をᦪኅɽンクリーʒ（ÒÃ）造とすることで、ʚラ
ンスのとれたϡᓸのߵない構造とし、ڒ٥௑観の࿑ौとの
ᝩ֪や造ढॴもᯚɔます。

・࿑に1階۔ژ部はフロアпͶをÒÃ造でِɔ、ిɋの෩ࢲᔸ
᥾時の២આを٫ࢲԇし、ஒ設ిの能力を最大限活かします。

・2、³階はᡷͶ᥾ᦀのᢌいᦪᯏ（S）造とすることで、ஒ設
ిɋのᔸ᥾២આをᢌນしつつ、より開放的な空間構成を確
ίし、自由なレɮアウʒや࿑ौ的なࠎಏౝ構を޴းします。

ిɋɁ២આɥນɜȬᢌᦀȽຉഫᣲȾɛɝˢͶሳᩖɥ޴း
Ǵஒ設ిʃʛンを活かしたʬʂʯ˂ʵ設計

఼߬Ɂʶɮɬɰʒ۰௿ȟ߁஧Ƚʬʂʯ˂ʵᜫ᜛
・ஒ設ిのᴲᴫE ᵪɺリʍʓをそのまま活かし、ంౝ配置にژȸい
たʬʂュールにፋˢし、఼߬の用ᣩ۰ԇやంౝレɮアウʒの۰௿
にも対応しやすい、自由࣊のᯚい空間構成とします。

・ంౝエリアや活動室は空間利用の自由࣊がᯚいS造の大スʛンの
構造とし、ˢͶ的な空間利用やంౝレɮアウʒの۰௿に対応します。

ད޼Ⱦऐȗާ॑ˁާпȽᯚᐔ᫚ഫᣲȻÂCP ᜛႕
・ஒ設ిと同ȫ場所ੜȴɽンクリーʒిを૗用し、ળ動࿑ॴをፋ
ˢすることでαᭅॴのᯚいژᇀ᜛画とし、ˢᓐ的᥾ᛵ࣊係ୣ
1®2µを1®³にҾۄししたᯚᐔ᫚構造としてާпॴをᯚɔます。

щなȼの̝ඒ部యのᕶ˩や、ంౝのᢆυなȼのبやྃ明̢ۿ・
̝ඒད޼に対してもާпॴをᯚɔた施設᜛画とします。

・࣮ ࿎の構成を「スɻルʒン（構造ᡷͶ）」と「ɮンフィル（内ᚽ
設備）」に明確にґけ、ɮンフィルの௿新ॴの配ਁで、ラɮフɿ
ɮクルɽスʒを22ᴢҭນし、ᩋ֤ߧな࣮ኳ᜛画とします。

・٥˩ʞʍʒのÒÃᡷͶをクール・ʜーʒʒレンチとして利用す
るࣂ֌出空ᝩや、ᯚ୽ྒなS造のࠎಏᬂの௟෥をѧ場の௟੓と
して活用する܀᪚ྒ集ྒʛʗルኄ、混構造の利ཟを生かし、ᅁ
エʗルɸーに配ਁしてランʕンɺɽスʒをੱえた「ÚÅB」࣮࿎
をɔȩします。

室ԇを᩻ぐਖ਼ศとして、風ᣮしのᓦいሻ配置や自ུ૰෥ʁステʪ߈・
の߳о、пྒ交૰بでの۶෥՘оのͅ、п館自由でࢿいᩣᜄスʤー
ス、៴出・ᣌԵの自動ԇなȼ、յሗ೫᜞をᚐいます。

Ǵഫᣲ的࿑ौをႆかした施設ю۶のၥہɋの配ਁ

˹แࡺɁᒲུ࿑ॴɥျᜓȪȲၥہ੫ᚓȻ˧ߦ߈ኍ

ూ༟൱Յ子̝᪡

市Ɂ۾ҒȽ៾ႇɥఊ۾᪅๊ȞȪǾᐔ᫚ॴǾࡾఙǾɽʃʒʚʳʽʃɁᓦȗᩋ֤ߧȽ±°° းȪɑȬ޴ኳɥ࣮ࢳ
Ǫ࿑ްʐ˂ʨḩȈڋᜫిɁ఍ӛ๊ႊȾտȤȲ੫ᚓᄑ૬ಘȉ

َ ³­1°　中津ࡺの࿑性をᝥᭉᜓขに活かしȲഫᣲ・ၥہ੫ᚓイメージَ ³­¹　ᐔ᫚性に配慮しȲஃᜫ計画イメージَ ³­¸　ᦪᯏᣲにɛるロンɺスʛンԇَ ³­¶　ஒᜫిの࿑性をᐎ慮しȲࣂᔸ᥾ᜫްʬʑʵ

中แࡺは無ࠅのᐎえኄ、ڒ٥や人との関
係や交流を大Ғにしてきた場所です。

ȈµȷɁʧɮʽʒȉをしっかりધった施
設ȸȢりとすることで、ڗわれてきた中
แࡺ市なȼのᰀ力にӏえて、利用者が発
する新しいষڨが賑わいの相̋ӛ౓を生
みȳし、Ы෥が発αされる場所とします。

ǴᰀӌᄉαɁȲɔɁµȷɁʧɮʽʒ

зからᯚᳮ者までफ़ᤛに利用できるʚリアフリー施設としࢺ・
ます。子育てしやすȢ、ͳみやすいまȴ中แࡺをͶ感し、利用
のᢞがࢿがっていȢことでᰀ力発αにつながる施設とします。

・4つの機能がボーダレスにつながる内部空間で、活動する
人ȁのݎが確ᝓでき、᜔発されることで、交流のきっかけを
生み、利用者同士がষڨ交૰できるɴープンな施設とします。

・賑わいと静߄空間が両቏した居॑٥のᓦいໞ٣施設とします。

َ ³­µ　³¶µ ஓ使țる観光プラʍトフɳーʪイメージَ юをʦーʊレスにȷなぎ活動と交ํがႆɑれるイメージَ޷　³­4 ³­³　ຣ୒ᅺ୿のȈɴンリーʹンஃᜫȉイメージَ ³­2　中津ࡺの៾ໃをɓすびو遊性をȷくるɑちȸくりイメージ

µȷɁʧɮʽʒ

ᴮ
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³
ஃᜫȸȢり

´
෢ҟႊࢍ

µ
ᜊбҟႊ

َ ³­1　̷ȁの活動が交ํをႆɓʨʍʁʯフɳーラʪイメージ




